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1-3 危険、警告、注記の定義 

本取扱説明書では、表示内容を無視して誤った取り扱いをしたときに生じる被害の程度を、以下のように区分して説明 

します。 

 

 危険 取り扱いを誤った場合、人命、人体または物に重大な被害を及ぼすことが想定されることを 
意味します。 

 警告 取り扱いを誤った場合、身体または物に重大な被害を及ぼすことが想定されることを意味 
します。 

 注意 取り扱いを誤った場合、身体または物に軽微な被害を及ぼすことが想定されることを意味 
します。 

 

その他、取り扱い上のアドバイスを、以下のように表示して説明します。 

注記 本器を取り扱う上で知っていると役に立つ事項を意味します。 
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1-4 ソフトウェアの使用について 

本ソフトウェア（AC-2S 測定アプリケーション、AC-2S 解析アプリケーション）のご使用にあたっては、以下の「ソフト 

ウェア使用許諾条項」および「注意事項」を必ずお読みください。また、本ソフトウェアを正しく使用するために、本書に 

書かれている内容は必ずお読みください。 

1-4-1 ソフトウェア使用許諾条項 

以下の各条項に同意される場合に限り、本ソフトウェアの使用を許諾するものとします。また、本ソフトウェアの使用 

開始をもって、以下の各条項に同意されたものとさせていただきます。 
 

1. 使用許諾 

理研計器株式会社（以下「弊社」）は、お客様に対し、本使用許諾条項に定める条件のもとで、本ソフトウェアの 

非独占的使用権を許諾します。 
 

2. 使用許諾の範囲 

お客様は、本使用許諾条項で許された場合を除き、本ソフトウェアの全部または一部を使用、複製、改変、翻案、 

加工その他の変更をできず、または第三者に貸与または譲渡できません。 
 

3. 著作権 

本ソフトウェアおよびマニュアル等の著作権は弊社が所有するものであり、お客様には、この使用許諾条項により 

許諾される本ソフトウェアの使用権以外に何らの権利も発生しません。 
 

4. 契約期間 

本ソフトウェアの使用許諾は、お客様が本ソフトウェアのご使用を開始された時点から始まります。 
 

5. 保証 

弊社は、許諾プログラムがお客様の特定の目的のために適当であること、または有用であること以外のいかなる 

保証もいたしません。 
 

6. 免責 

弊社はいかなる場合も、本ソフトウェアに関連して生じた、お客様の逸失利益、特別な事情から生じた損害（損害 

発生につき弊社が予見し、または予見し得た場合を含む）および第三者からお客様に対してなされた損害賠償 

請求に基づく直接または間接の損害について、事由の如何を問わず一切責任を負いません。 

 

7. 契約の解除 

お客様が本使用許諾条項のいずれかに違反したときは、直ちに契約を解除し、本ソフトウェアおよびその複製物を 

すべて破棄するものとします。 
 

8. その他 

本ソフトウェアを日本国外に持ち出す場合には、日本国の輸出管理規則を遵守するものとします。本ソフトウェアが 

実際に使用される国の如何に関わらず、本契約には日本国の法律が適用されるものとします。 

1-4-2 注意事項 

本書は以下のことを前提に記載しています。 

 AC-2S 本体および制御用 PC が、正しく設置され、設定されている。 

 AC-2S 測定アプリケーションおよび AC-2S 解析アプリケーションが正しくインストールされている。 

 使用者は Windows の操作方法を把握している。 

 使用者は仕事関数、イオン化ポテンシャル、状態密度の意味や、光電子放出との関係を把握している。 
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2-2 警告事項 

 警告 

通電時のカバーの開閉について 

 通電したまま、本体のカバーを開けないでください。本体内部には高電圧部分があり、感電するおそれが 

あります。 

 点灯中の紫外線ランプからは紫外線が放射されています。絶対に肉眼で見ないでください。目の痛みや視力 

障害を引き起こすおそれがあります。 

 紫外線を皮膚に直接あてないでください。皮膚の炎症をおこすおそれがあります。 

 点灯中や消灯直後の紫外線ランプは熱いので、絶対に触れないでください。やけどをするおそれがあります。 

異常な熱さ、煙、異常音、異臭 

 異常が発生した場合は、すぐに使用を中止してください。使用中に異常な熱さ、煙、異常音、異臭などの異常が 

発生した場合は、電源を切りケーブルをコンセントから抜いてください。そのまま使用すると、感電や火災の 

おそれがあります。 

落下などによる衝撃 

 落下、衝突など衝撃を与える行為はしないでください。本製品は光学系、自動ステージ等の精密な構造で構成 

されています。衝撃を与えると、正常な動作や正しい測定ができなくなることがあります。 

使用温湿度について 

 温度や湿度の高い場所やほこりの多い場所に保管したり、使用したりしないでください。機器の動作異常、 

感電、火災などを引き起こすおそれがあります。使用温湿度範囲（15 - 35 ℃、60 %RH 以下）で使用して 

ください。 

 低温場所から高温場所など温度差の大きい場所へ移動させた場合、表面または内部が結露する場合が 

あります。このような状態で使用すると、故障するおそれがあります。本器を移動させた場合は、使用する 

場所で数時間放置して周囲温度になじませてから使用してください。 

使用する電源について 

 表示されている電源電圧以外で使用しないでください｡表示されている電源電圧以外で使用すると、機器が 

破損するおそれがあります。また、感電や火災の原因になります。 

 アース（接地）端子を接続してください。また、安全のため、電源ケーブルはアース付コンセント（3P）に接続して 

ください。やむをえず付属の変換プラグを使用する場合は、アース端子を必ず接地してください。アース端子を 

接地しないと感電するおそれがあります。 

 電源ケーブルの上に物を載せたり、引っ張ったり、押しつけたり、折り曲げたり、加工したりしないでください。 

電源ケーブルが傷み、感電や火災の原因になります。 

 電源ケーブルをコンセントに差し込むときや抜くときは、必ず電源プラグを持って行ってください。電源ケーブル 

を引っ張ると一部が断線し、火災の原因になります。 

 電源プラグはほこりが付着していないことを確認し、根元までしっかり差し込んでください。 

 接触不良を起こすおそれのあるコンセントは使用しないでください。火災の原因になります。 

 電源ケーブルをコンセントに差し込むときは、濡れた手で行わないでください。感電するおそれがあります。 

 同じコンセントに多数の電源プラグを接続するタコ足配線は行わないでください。火災の原因になるとともに、

電力使用量オーバーでブレーカーが落ち、他の機器に影響を及ぼします。また、電力用電源のノイズを受け 

やすくなり、動作異常を起こす原因になります。 

内部への異物の混入 

 サンプル挿入口から測定物以外のものを入れないでください。また、風窓などから内部に金属類や燃えやすい 

異物を混入させないでください。異物を混入した状態で使用すると動作不良を起こすおそれがあります。また、 

感電や火災の原因になります。 
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設置について 

 本器の上に花瓶、植木鉢など水の入った容器や虫ピン、クリップ等の小さな金属物を置かないでください。 

装置内部にそれらが入った状態で使用すると機器が破損するおそれがあります。また、感電や火災の原因に 

なります。 

 十分な耐荷重のある安定した台の上に設置してください。 

 本器にはインターロック機能があります。サンプル挿入口が開いた状態で、ステージは動作しません。 

移動、運搬について 

 移動、運搬は慎重に行ってください。本器は重量物です、移動、運搬の際には、落下や作業者の安全に注意 

してください。また、必ず二人以上で本体底部を支えるようにして持ち運びしてください。 

メンテナンスについて 

 劣化した部品を使用しないでください。配管系統は定期的に点検を行い、適宜部品を交換して使用して 

ください。劣化した部品を使用していると配管の破損、破裂などの事故につながるおそれがあります。寿命を 

著しく過ぎたランプは破裂するおそれがあります。 

 本器のメンテナンスは技術担当者が行ってください。本器のメンテナンスは弊社でトレーニングを受けた技術 

担当者または書面によるトレーニングを受けた技術担当者以外は、メンテナンスドアの開閉、カバーの取り外し 

を行わないでください。 

サンプルの設置について 

 サンプル挿入口を開く場合は、“PUSH”と記載された部分を指で軽く押してください。 

以下の行為はサンプル挿入口の破損につながります。 

・ サンプル挿入口の“PUSH”と記載された部分以外を押す 

・ サンプル挿入口を手のひらで押す 

・ サンプル挿入口に 400 N 以上の荷重を加える（サンプル挿入口は 5 - 6 N の荷重で開閉可能） 

・ サンプル挿入口が開かない場合に無理に開ける 

 サンプル設置時にサンプルの高さを必ず調整してください。サンプルの設置時に高さ合わせを行わずに測定 

すると、サンプルと装置内部部品とが接触し、装置が故障するおそれがあります。 

 ハイトゲージは、サンプル台の横から押して引き出してください。 

以下の行為はハイトゲージの破損につながります。 

・ ハイトゲージの上、または下、斜めから 20 N 以上の荷重を加える 

・ ハイトゲージの先端部（ピンの部分）を持って引っ張り出す 

 ヒーター付き試料台の温度が十分に下がってからサンプル交換を行ってください（AC-2S Proα、 

AC-2S Proβ）。温度が高い状態でサンプルを交換するとやけどをするおそれがあります。 

使用するヒューズ 

 火災防止のため、本器で指定された定格（2.5 A、250 V、タイムラグ型）のヒューズを使用してください。 

ヒューズの交換は、電源スイッチを OFF にし、電源プラグをコンセントから外して行ってください。また、 

ヒューズホルダを短絡したりしないでください。  

  





2. 安全上、大切なお知らせ 2-3 注意事項 
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本器の分解・改造 

 本器を分解・改造しないでください。本器を分解、改造すると、性能が保証できなくなります。本取扱説明書を 

よく読んで、正しく使用してください。 

付属のサンプルについて 

 付属のサンプル（Au 板）は専用のホルダとカバーで保管してください。  
 



















4. 本体の設置 4-1 設置に関する留意事項 
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本体の設置 
4-1 設置に関する留意事項 

 警告 

 本器を運搬する場合は、必ず 2 人以上で本体底部を支えるようにして持ち運んでください。 

 本器は十分に強度のある台の上に設置してください。  
 

 注意 

 本器は温湿度が安定した実験室等の室内でお使いください。 

特に、以下のような場所に設置しないでください。故障や事故の原因になります。 

・ 室外や水滴の当たる場所 

・ ほこりや湿気の多い場所 

・ 振動の多い場所 

・ 温度、湿度変化が激しい場所 

・ 日光、空調の風などが直射する場所 

・ 空気中に溶剤、酸、アルカリの蒸気、ガスなどの化学物質が多い場所 

 本器を落としたり、ぶつけたりしないよう、水平で安定した場所に据え付けてください。 

本器は精密な電子部品で構成されています。衝撃により正しく測定できなくなるおそれがあります。 

 大容量の変圧器、モーターあるいは動力用電源等のノイズ、高電圧発生器によるノイズ源を避けて設置して 

ください。電磁波ノイズなどの影響を受ける場合があります。 

 トランシーバーや携帯電話等をご使用する場合は機器より 1 m 以上離してご使用ください。 

電波障害により誤作動を起こすおそれがあります。 

 本器を設置する場合は周囲から 15 cm 以上（AC-2S Proβの場合は 20 cm 以上）離してください。 

 異常が生じたとき、すぐに電源プラグを抜けるように、背面を周囲から 15 cm 以上（AC-2S Proβの場合は 

20 cm 以上）離してください。  

  

























6. 測定 6-1 測定時の注意事項 
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測定 
6-1 測定時の注意事項 

以下の注意事項を必ず守って測定を行ってください。 

注意事項を守らないと、正しく測定ができない場合があります。 

 

 サンプル汚染を避けてください。 

サンプルを取り扱う場合は、ピンセットなどを使用してください。また、呼気中の水分などの吸着を避けるため、 

呼気をサンプルに付けないようにしてください。 

 埃を除去する場合は、ピンセットで摘み取るか、エアーなどで吹き飛ばしてください。 

埃は測定領域の面積に比べて非常に小さいので、多くの場合、測定値には影響しません。 

 サンプルは測定領域に設置してください。AC-2S、AC-2S Proαの測定領域は、サンプル台中央の一辺が 4 mm 

の四角い領域です。AC-2S Proβの測定領域は、サンプル台中央の一辺が 0.4×0.4 mm（短径 約 0.2 mm、長径 

約 0.4 mm の楕円 2 個分）です。照射される紫外線の 90 %以上は測定領域に照射されます。測定領域内の表面

に 2 種類以上の材料が混在する場合は、この両者より光電子が放出されます。また、測定領域の周辺にも微弱な 

紫外線が照射されます。 

 サンプル台の高さは必ず合わせてください。 

ハイトゲージにより測定面の±0.2 mm 以内に合わせることができます。照射光は測定面に対して 30°の角度で 

光ファイバー側から入射します。このため、高さが 0.2 mm ずれると照射位置が 0.35 mm ずれることになります。 

 測定できるサンプルは、厚さ 10 mm 以下で一辺が 20 - 50 mm の板状サンプル、または粉体トレイに充填した 

サンプルです。それ以外のサンプルはサンプル台に固定できないため、測定中に落下するおそれがあります。 

 測定領域と同程度、またはそれ以下の大きさのサンプルを測定する場合は、サンプルの設置に注意が必要です。 

例えば、AC-2S で一辺 20 mm のアルミニウム板上に一辺が 4 mm の正方形にパターンニングされた ITO からの 

光電子放出特性を測定する場合、厳密に位置および高さを合わせたとしても、約 10 %の紫外線はアルミニウムに 

照射されます。アルミニウムは ITO の 50 倍以上の光電子を放出するので、この測定結果はアルミニウムの 

光電子放出特性を示すことになります。このような場合は、光電子を放出しにくいテープなどでマスクして測定して 

ください。 

 光電子の計数率は 4000 cps 以下の領域で測定してください。 

4000 cps 以上の計数を使用すると、測定精度が著しく悪くなります。光電子の計数率は光量で調節してください。 
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6-2 AC-2S 測定アプリケーションの起動 
 

6-2-1 AC-2S 測定アプリケーションを起動する 

1 制御用 PC のデスクトップに表示されている AC-2S 測定アプリケーションのショートカットアイコンをダブル 

クリックする 

 

AC-2S 測定アプリケーションが起動し、ガイダンス画面が表示されます。 

 

 

注記 
 制御用 PC のデスクトップにショートカットアイコンが表示されていない場合は、Windows のスタートメニューを 

開き、スタートメニューのプログラムから［AC-2S_Measure］を選択してください。  

 
  











6. 測定 6-3 本体の準備 
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注記 
 TROUBLE ランプが連続点灯した場合は、トラブルが発生しています。その場合は、［接続］ボタンをクリック 

して、エラー箇所と自己診断結果の値を弊社に連絡してください。 
例）AC-2S LC のファンの異常の場合 

 

 

 
  

自己診断結果 







6. 測定 6-3 本体の準備 
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本体準備が完了すると、メイン画面が表示されます。 

 

 

注記 
 ガイダンス画面の［本体準備終了後、自動的に光量設定］チェックボックスにチェックを入れ、光量を指定して、 

［本体準備］ボタンをクリックすると、本体準備終了後に自動的に光量設定を行います。（‘6-4-4 光量補正 

係数を設定する’参照）  
 

 注意 

 OS の仕様により、接続または測定中に本アプリケーション、またはその他のアプリケーションソフトを実行する 

と、本体との通信ができなくなる場合があります。 

本アプリケーションが接続や測定など、本体と通信する処理を行っている場合には、制御用 PC で他の処理を 

しないでください。  
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解析 
7-1 AC-2S 解析アプリケーションの起動 

 

7-1-1 AC-2S 解析アプリケーションを起動する 

1 制御用 PC のデスクトップに表示されている AC-2S 解析アプリケーションのショートカットアイコンをダブル 

クリックする 

 

AC-2S 解析アプリケーションのメイン画面が表示されます。 

 

 

注記 
 制御用 PC のデスクトップにショートカットアイコンが表示されていない場合は、Windows のスタートメニューを 

開き、スタートメニューのプログラムから［AC-2S_Analyze］を選択してください。  

  









7. 解析 7-2 測定結果のファイルを開く 
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・ 差分結果ファイルの表示例 

 

 
・ 光量補正係数ファイルの表示例 

 

 
・ マルチデータファイルの表示例 

 

 

注記 
 マルチデータファイルの場合、グラフ上で右クリックし、［詳細表示］を選択すると、平均算出に用いた各データ 

を表示することができます。  

 
 
  

















7. 解析 7-3 測定結果の解析 
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7-3-5 解析結果を保存する 

1 グラフ上で右クリックし、［保存］を選択する 

 

解析結果が上書き保存されます。 

  

































8. データ変換 8-1 AC-2S データ変換アプリケーションの概要 
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データ変換 
8-1 AC-2S データ変換アプリケーションの概要 

AC-2S データ変換アプリケーションは、弊社 AC シリーズ製品（AC-2、AC-3、AC-5）で測定されたデータを AC-2S 

解析アプリケーションに対応したデータフォーマットへ変換するアプリケーションです。 
 

8-2 ファイル変換の基本操作 
 

8-2-1 AC-2S データ変換アプリケーションを起動する 

1 制御用 PC のデスクトップに表示されている AC-2S データ変換アプリケーションのショートカットアイコンを 

ダブルクリックする 

 

AC-2S データ変換アプリケーションのメイン画面が表示されます。 

 

注記 
 制御用 PC のデスクトップにショートカットアイコンが表示されていない場合は、Windows のスタートメニューを 

開き、スタートメニューのプログラムから［AC-2S_Importer.exe］を選択してください。  
 





















10. 保守点検 10-1 日常点検 
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10-1-2 サンプル室内の点検 

電源を投入する前にサンプル挿入口を開けて、内部に汚れがないことを確認してください。 

汚れが確認された場合は、以下の方法で除去して下さい。 

 粉体による汚染は、掃除機などで吸い取ってください。 

 ステージ上に付いている汚れは、イソプロピルアルコールでふき取ってください。 

注記 
 汚染の除去に溶剤などの液体を使用した場合は、サンプル挿入口を開けて数時間放置し、揮発溶剤が 

サンプル室から放出されたことを確認してから、本器を使用してください。  
 

 警告 

 サンプル挿入口を開く場合は、“PUSH”と記載された部分を指で軽く押してください。 

以下の行為はサンプル挿入口の破損につながります。 

・ サンプル挿入口の“PUSH”と記載された部分以外を押す 

・ サンプル挿入口を手のひらで押す 

・ サンプル挿入口に 400 N 以上の荷重を加える（サンプル挿入口は 5 - 6 N の荷重で開閉可能） 

・ サンプル挿入口が開かない場合に無理に開ける  
 

 注意 

 帯電した微粉末や揮発溶剤をサンプル室内に放置しないでください。 

帯電した微粉末や揮発溶剤がサンプル室内に放置されたまま測定を行うと、検知器にダメージを与え、寿命を 

短くするおそれがあります。 

 イソプロピルアルコールは可燃性液体です。 

発火の危険がありますので、取り扱いには十分注意してください。  
 

  





10. 保守点検 10-2 消耗部品の交換時期 
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＜検知器の交換を知らせるメッセージ＞ 

  

注記 
 上記のメッセージが表示された以外にも、検知効率が落ちる、ノイズが高い、測定値がばらつくなど検知器の 

劣化現象が発生した場合には交換が必要です。 

 交換時期は使用頻度により異なります。 

 検知器は陽極が汚れると測定できなくなります。 

 交換した検知器は、オーバーホールにより再生することができます。検知器のオーバーホールについては、 

弊社営業部にお問い合わせください。  
 

 注意 

 検知器 LE-6118 は AC-2S シリーズ用です。AC-2 では使用できません。また、AC-2 の検知器 LE-6110 は 

AC-2S シリーズでは使用できません。  
 

  



10. 保守点検 10-2 消耗部品の交換時期 
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10-2-2 光ファイバー 

光ファイバーの最大光量が低下してくるとメッセージが表示されます。 

メッセージが表示された場合や、測定に使用する光量が得られなくなった場合は、光ファイバーを交換してください。

交換時期は、使用頻度、および、使用光量により異なります。 

以下のメッセージが表示された場合は、すみやかに弊社営業部に連絡してください。 

 

＜光ファイバーの交換時期が近づいていることを知らせるメッセージ＞ 

 
 

＜光ファイバーの交換を知らせるメッセージ＞ 

 

  





11. 保管・移設および廃棄について 11-1 保管または長期間使用しない場合の処置 
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保管・移設および廃棄について 
11-1 保管または長期間使用しない場合の処置 

本器は、‘4-1 設置に関する留意事項’を参照して保管してください。 

予備の検知器をお持ちのお客様は、専用の梱包ケースに収納して保管してください。 
 

11-2 移設、または再度使用する場合の処置 

本器の移設を行う場合、移設場所については‘4-1 設置に関する留意事項’、‘4-2 ケーブルの接続’、 

‘4-3 配管方法’を参照してください。 

 注意 

 再調整は弊社営業部へご連絡ください。  
 

11-3 製品の廃棄 

製品の廃棄は弊社営業部へご連絡ください。 

 



12. トラブルシューティング 12-1 異常時の診断 
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トラブルシューティング 
12-1 異常時の診断 

本器は、起動時および運転時に各機能のチェックを行う自己診断機能を装備しています｡ 

異常が発生した場合は､通常の測定を行うことができません。原因を究明し、適切に対応してください。 

異常が発生すると、本器の TROUBLE ランプが点灯（赤色）し、異常を知らせます。また、制御用PC にエラーメッセー

ジが表示されます。 

 注意 

 予期せぬ原因で本体や制御部が暴走した場合は、TROUBLE ランプの点灯やエラーメッセージを表示しない 

場合があります。 

そのような場合は、本器の電源スイッチを OFF にして、電源コンセントを抜いてください。  
 

12-2 異常時の対応 

異常が発生した場合は、運転を停止し、以下を参照して異常の原因を取り除いてください。原因を取り除いた後、本器 

を再起動してください。 

このトラブルシューティングは、すべての不具合の原因を記載したものではありません。よく発生する不具合の原因 

究明の手助けとなるものを簡単に記載しています。 

ここに記載されていない症状が発生した場合や対策を行っても復旧しない場合は、弊社営業部にご連絡ください。 

注記 
 原因が不明の異常や連続して異なる異常が発生する場合は、制御用 PC の画面表示や本器の症状を記録 

し、弊社営業部にご連絡ください。 

 発生した異常により身体および物に危害がおよぶ可能性がある場合は、異常の再現を確認せず、すみやかに 

弊社営業部にご連絡ください。 

 異常なデータが測定された場合は、必ずデータを保存してください。保存したデータは、多くの場合、異常の 

原因究明に役立ちます。  

 

  









14. 付録 14-1 検知原理 
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付録 
14-1 検知原理 

 

14-1-1 光電子検出原理 

AC-2S は、大気中で光電子を計数できるオープンカウンターを使用しています（‘＜オープンカウンター構成図＞’  

参照）。 

サンプルは検知器の直下に置かれており、サンプルの電位は 0 V です。 

検知器は二重に重なった金属の網（サプレッサグリッドおよびクエンチンググリッド）と金属線（アノード）で構成されて 

おり、初期状態では、それぞれ、80 V、100 V、約 2600 V の電位が印加されています。 

 

紫外線の照射などによりサンプル表面から放出された電子は、空気分子との衝突を繰り返しながら、サプレッサ 

グリッドに向かって移動します。 

その過程で放出された電子は酸素分子に付着し、これをキャリアとして検出器内へと入射し、アノード近傍へと運ばれ 

ます。 

 

アノード近傍へと運ばれた電子は、強電界により加速され、酸素分子から離れます。 

アノードにさらに近づいて加速された電子は、衝突により空気分子をイオン化して増倍します。この現象を“電子 

なだれ”と呼びます。 

電子なだれにより増倍された電子はアノードに集められ、外部回路に電気パルスを生じさせます。このパルスを電気 

回路で捕らえて電子を計数します。 

 

検出器内へと入射した電子により引き起こされた電子なだれは、多くの陽イオンも生じさせます。 

この陽イオンは質量が大きいため、電子よりゆっくりと、試料表面へ向けて移動しますが、そのままでは次の電子に 

よる電子なだれの発生を不安定にしたり、試料に衝突したりしてしまいます。 

そこで、電気回路は信号パルスを捕らえて計数すると同時に、クエンチンググリッドとサプレッサグリッドの電位を 

2 msec 間だけ、それぞれ 400 V と-30 V にします。これにより、クエンチンググリッドと陽極との電位差が小さくなり、 

電子なだれの発生を停止します。 

その間に、陽イオンは両グリッドにより中和されて消滅します。 

またサプレッサグリッドは陽イオンが試料に衝突することを防ぐと共に消滅するまでの間、電子が検出器内へ入射 

することを防ぎます。そのため、検知器にはこれらの処理に伴う不感時間※が生じます。本機における不感時間とは、

1 つの電子を計数した後に次の電子を計数できるようになるまでの時間で、不感時間に計測できなかった電子数を 

補正しています。 

 

※不感時間 

ある事象を検出したあとに、次の事象を検出できるようになるまでの時間を不感時間と言います。 

一般に放射線測定器などでは、不感時間により放射線が入射したあと、次の放射線が入射しても検出できない時間

があるため、状況に応じて測定値を補正する必要があります。 

  










